
、 主な内容 

同
ス
キ
ー
場
は
、

初
く
者
、
親
子
連
れ

が
楽
し

め
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と

し
て
三
月
六
日
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。
 

二
月
十

三
日
、
第
四
十
七
回
五
所

川
原

市
民

ス
キ
ー
大
会
（

五
所
川
原
市
ス

キ
ー
 

協
会
主
催
）
が
毘

沙
門
の
グ

リ
ー
ン

バ
イ

オ
村

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

キ
ー
場
で

開
催
さ
れ
、
 

参
加
し
た
ち
び
っ

こ
ス
キ
ー
ヤ
ー
は

上
位

入
賞
を

目
指
し

一
生
魅
命
滑
っ

て
い
ま
し
 

命
民
昂
寿
q

肉
合
 

コ
 

ち
び
っこ
雪
原
を
滑
走
り
 

ヲ
ァ
昌
凹
Q

昂
寿
g

場
回
 

~市スポーツ賞 文化奨励賞 ②～③ 
~春高バレーにアベック出場 	④ 
I 津軽路ルートシャトルバス 	⑤ 
~ TM〇構想紹介 	 ⑥ 
I お知らせ 	 ⑦～⑨ 

いルス 1ンフでメーション⑩ 

た
 。
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藤
本
 

縁
（
五
一
高
3
年
）
 

ス
 
ポ
 

ツ
 
功
 
労
 
賞
 

山
中
 
孔
明
（
五
農
高
3
年
）
 

◇
相
撲
 

漬
舘
 
大
和
（
五
一
高
2
年
）
 

,
 

(
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
 

普
及

《
振
興
に
寄
与
 

原
田

行
雄
（
ー

ッ
谷
）
 

野
球
の
振
興
・
青
少
年
 

健
全
育
成
に
尽
力
 

下
 
山
 
匡

（雛
 
田
 

ス
ポ
ー
ツ
特
別
優
秀
選
手
賞
 

少
林
寺
拳
法
 

川
越
 
麻
伊
（
五
一
高
2
年
）
 

市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
長
及

び
公
認
審
判
員
と
し
て
幾
多
の
大
会
等

を
企
画

・
運
営
し
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
普

及
と
振
興
に
尽
力
。
全
国
大
会
で
審
判

及
び
選
手
と
し
て
活
躍
、
生
涯
ス
ポ

ー
 

ツ
の
発
展
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
。
 

中
学
校
野
球
部
顧
問
と
し
て
長
き
に

わ
た
り
指
導

・
強
化
に
挺
身
し
、
各
種

大
会
や
教
室
を
企
画
・
運
営
。
現
在
も

五
所
川
原
野
球
協
会
長
と
し
て
陣
頭
指

揮
を
と
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
競

技
力
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。
 

神宮奉納第50回全国高等学校 
相撲東西対抗大会 個人階級 
別75阿以上95切未満級第1位 

佐
藤
 
恵
美
（
五
一
高
3
年
）
 

輝
か
し
い
成
績
と
業
績
 

2
月
1
9日
、
当
市
在
住
及
び
出
身
者
で
ス
ポ
ー
ッ
や
文
化
活
動
に
お
い

て
功
績
顕
著
な
方
々
や
県
内
外
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
個

人

・
団
体
に
対
す
る
平
成
1
6年
度
五
所
川
原
市
ス
ポ
ー
ッ
賞
・
文
化
奨
励

賞
表
彰
式
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ス
ポ
ー
ッ
部
門
は
個
人
9
6名
と
1
4団
体
、
文
化
部
門
で
は
個
人
8
名
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
順
不
同
敬
称
略）
 

五所川原市委振器表彰式 

エ
藤
 
裕
治

（
函
館
大1
年
）
 

2
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ス
ポ
ー
ツ
特
別
優
秀
賞
 

◇
少
林
寺
拳
法
 

五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
女
子
少
林
 

寺
拳
法
部
 

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
 

◇
柔
道
 

原
 
明
菜
（青
森
山
田
中
3
年
一
 

藤
田
真
道
（
弘大
1
年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 

今
 
淳
人
（五
一
高
3
年
）
太
田
勝
 

陽
（
同3
年
）
佐
藤
友
彦
（
同
3
年
）
 

須
藤
増
南
仁
（
同3
年
）
七
戸
 
梢
 

（
同3
年
）
佐
藤
晴
美
（
同3
年
）
一
 

浦
麻
美
（
同教
員
）
 

◇
水
泳
 

佐
山
あ
ず
さ
（
ウイ
ン
グ
五
所
川
原
 

・

小
柳
小
5
年
）
小
田
桐
勇
人
（
同
 

・

青
森
山
田
中
2
年
）
 

◇
相
撲
 

葛
西
強
英
（五
農
高
2
年
）
野
呂
康
 

平
（
五
商
高
2
年
）
杉
山
大
輔
（
同
 

3
年
）
葛
西
美
菜
子
（
日
本
大3
年
）
 

◇
卓
球
 

斉
藤
美
一
（愛
知
工
大
1
年
）
 

◇
ボ
ク
シ
ン
グ
 

高
谷
洋
貴
（五
工
高
3
年
）
 

◇
陸
上
競
技
 

秋
田
 
翻
（五
一
中
3
年
）
高
橋
優
 

平
（
五
工
高
2
年
）
晴
山
 
薫
（
同
 

2
年
）
高
橋
佳
太
郎
（
同
3
年
）
 



ス
ポ

ー
ツ

優
秀

賞
 

◇
柔
道
 
剛
柔
舘
藤
田
道
場
 
五
所
川

原
第

一
中
学
校
男
子
柔
道
部
 
五
所

？
川
原
第
一
中
学
校
女
子
柔
道
部
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
五
所
川
原
第

一
高
等

学
校
男
子
少
林
寺
拳
法
部
 

◇
相
撲
 
五
所
川
原
商
業
高
等
学
校
相

撲
部
 
五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
相

撲
部
 

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（個
人
）
 

＜
弓
道
 
伊
藤
 
学
（五
所
川
原
弓
道

会
）
 

◇
硬
式
野
球
 
白
取
 
将
（
青
森
山
田

高
2
年
）
 

◇
柔
道
 
成
田
 
俊
（
剛
柔
舘藤
田
道

場
・
長
橋
小
2
年
）
 小
田
桐
史
明
 

（
同

・
栄
小
3
年
）
高
橋
知
希
（
同
・

沖
飯
詰
小
4
年
）
 工
藤
舟
人
（
同
・

栄
小
5
年
）
中

川
雄
介
（同
・
長
橋

小
6
年
）
藤
森
 
周
（五
一
中
2
年
）
 

新
岡
皇
典
（
同2
年
）
高
橋
 
健
（
同
 

3
年
）
太
田
隆
介
（
同3
年
）
 
工藤

真
弓
（
同1
年
）
前
田
奈
恵
子
（
同1
 

年
）
木
村
友
紀
（
同2
年
）
角
田
峻

理
（
青森
北
高
1
年
）
角
田
泰
樹
（
同
 

3
年
）
清
野
静
香
（
五
商高
1
年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
島
村
泰
隆
（
五
所川

原
少
林
寺
拳
法
協
会
・
南
小
4
年
）
 

三
上
龍
太
郎
（
同
・
松
島小
4
年
）
山

田
 
大
（
同

・
栄
小
4
年
）
棟
方
渉
 
 

平
（
同

・
南
小
6
年
）
杉
野
森
祐
人
 

（
同

・
五
一
中
3
年
）
工
藤
孔
毅
（
同
 

・

五
三
中
3
年
）
江
良
修
平
（
五
一

高
1
年
）
三
戸
達
也
（
同3
年
）
工

藤
沙
也
花
（
同1
年
）
原
田
理
保
（
同
 

1
年
）
川
浪
千
重
美
（
同2
年
）
井

上
朋
実
（
同2
年
）
赤
石
春
菜
（
同2
 

年
）
大
橋
 
愛
（
同2
年
）
小
野
秀

幸
（
五
H
高
3
年
）
 

◇
水
泳
 
渋
谷
健
人
（五
一
中
2
年
）
 

木
村
謙
太

（
同
3
年
）
 藤
森
紗
斐
 

（
弘前
中
央
高
2
年
）
 
山田
弘
文
 

（五
所
川
原
水
泳
協
会
）
 
田
中寛
基
 

（
ウイ
ン
グ
五
所
川
原
・
三
輪
小
6
 

年
）

工
藤
美
瑠
久
（
同
・
板
柳
南
小
 

5
年
）
藤
田
浩
幸
（
同
・東
義
高
1
 

年
）
小
笠
原
和
輝
（
同
・
東
義
高
2
 

年
）
尾
野
陽
香
（
同
・青
森
山
田
高
 

1
年
）
小
田
桐
舞
（
同
・
青
森
山
田

高
3
年
）
 

◇
相
撲
 
葛
西
沙
織
（
木
造高
2
年
）
 

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
 
加
藤
昭
仁
（
市
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
葛
西
秀
樹
（
同）
 

新
出
秀
春
（
同）
白
戸
裕
子
（
同）
中

野
幸
子
（
同
）
嶋
口
裕
子
（
同
）
 
工

藤
節
子
（
同）
 

◇
卓
球
 
平
山
真
希
（
五
所川
原
T
T
 

c
・
南
小
6
年
）
岩
崎
栄
光
（五
一

中
2
年
）
山
形
寿
行
（五
所
川
原
市

卓
球
協
会
）
 

◇
軟
式
野
球
 
中
嶋
剛
大
（
東
義
高
3
 

年
）
 

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 
古
川
紗
妃
（
五
所

川
原
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ

ブ

・
三
輪
小
4
年
）

吉
岡
佐
希
子
 

（
同
・
中
央
小
6
年
）
茶
谷
」県
由
子
 

（五
三
中
1
年
）
水
雲
智
子
（市
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
）
 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
平
山
雄
大
（五
一

中
3
年
）
佐
藤
心
哉
（
同3
年
）
奈

良
健
斗
（
同3
年
）
 

◇
ボ
ク
シ
ン
グ
 
鈴
木
準
也
（
東義
高
 

1
年
）
 

◇
陸
上
競
技
 
工
藤
大
智
（
五
三
中
2
 

年
）
川
口
 
純
（
同3
年
）
演
山
愛

希
（
同2
年
）
川
浪
 
崇
（
木
造高
2
 

年
）
小
田
桐
淳
（
五
所
川
原
市
陸
上

競
技
協
会
）
 

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体）
 

◇
柔
道
 
五
所
川
原
第
一
中
学
校
女
子

柔
道
部
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
五
所
川
原
第
一
高
等

学
校
男
子
少
林
寺
拳
法
部
 
五
所
川

原
第
一
高
等
学
校
女
子
少
林
寺
拳
法
 

立
ロ
 

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 
五
所
川
原
ジ
ュ
ニ

ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
五
所
川
原
工
業
高

等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

◇
フ
ッ
ト
サ
ル
 
グ
リ
ッ
タ
・
パ
ー
ス

ン
ズ

（サ
ッ
カ
ー
協
会
）
 

◇
陸
上
競
技
 
五
所
川
原
工
業
高
等
学

校
男
子
陸
上
競
技
部
 

文

化

奨

励

賞
（個
人
）
 

◇
囲
碁
 
舘
山
真
洋
（
五
四
中1
年
）
 

◇
作
文
 
前
田
詩
織
（五
三
中
2
年
）
 

◇
作
文
・
弁
論
 
平
山
美
紗
（
五
一
中
 

3
年
）
 

◇
絵
手
紙
 
佐
藤
健
太
（五
一
中
3
年
）
 

◇
か
る
た
 
寺
田
 
萌
（
木造
高
1
年
）
 

舘
口
 
文
（
同2
年
）
 
一戸
莱
里
（
同
 

2
年
）
 

◇
簿
記
 
谷
藤
麻
衣
子
（木
造
高
3
年
）
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県
大
会
で
ア
ベ
ック
優
 

に
そ
ろ
っ
て
挑
戦
 

男
子

・五
所
川
原
工
業
高
等
学
校

女
子
・
五所
川
原
商
業
高
等
学
校
 

全
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
の
県
予
選
が
二
月
六
日
、
 

青
森
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
五
所

川
原
工
業
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
が
二
年
ぶ
り
四
度
目
、
五
所
川
原

商
業
高
等
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
が
四
年
ぶ
り
三
度
目
の
優
勝
を
果

た
し
、
憧
れ
の
全
国
大
会

「春
高
バ

レ
ー
」
（
3
月
2
0日
か
ら
代
々
木
体

育
館
）
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
 

二
月
十
五
日
、
両
チ

ー
ム
の
訪
問

を
受
け
た
成
田
市
長
は
、
「
ア
ベ
ッ

ク
優
勝
の
快
挙
に
、
皆
喜
ん
で
い
ま

す
。
今
後
も
練
習
に
励
ん
で
研
鎖
を

積
み
、
全
国
大
会
で
も
善
戦
し
て
き

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
 

五
工
高
キ
ャ
プ
テ
ン
の
長
内
貴
志

さ
ん
（2
年
）
は
「
今年
は
高
さ
が
持

ち
味
の
チ

ー
ム
。
全
国
ベ
ス
ト
8
を

目
指
し
ま
す
」
と
、
五
商
高
副
キ
ャ

プ
テ
ン
の
江
良
慧
美
さ
ん
（2
年
）
は
 

「優
勝
す
る
つ
も
り
で
臨
み
ま
し
た
。
 

全
国
大
会
で
も
自
分
た
ち
の
バ
レ

ー
 

を
し
て
、
 一
つ
で
も
多く
勝
ち
進
み

た
い
」
 
と
誓
って
い
ま
し
た
。
 

4・
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二
月
二
十
一
日
、
「市
長
と
農
業
委
員
が
語
る
会
」
 

が
市
役
所
で
開
催
さ
れ
、
様
々
な
農
業
問
題
の
課
題

や
将
来
像
の
意
見
を
述
べ
合
い
ま
し
た
。
 

市
に
対
し
て
農
業
委
員
か
ら
は
「
農
業
補
助
金
」
 

「子
ど
も
の
農
業
体
験
学
習
の
実
施
」
「学
校
給
食
（
 

の
地
場
産
品
利
用
」
「
地
産
地
消
運
動
の
関
係
団
体

と
の
連
絡
会
議
の
設
置
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
要
望

や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
れ
ら
ー
つ
ひ
と
つ
に
答
え
な
が
ら
、
市
長
は
 

「安
全
で
安
心
で
き
る
農
産
物
生
産
を
目
指
し
て
欲

し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
市
で
転
作
作
物
と
し
て
奨
励
し
て
い
る
 

“
つ
く
ね
い
も
）
の
P
R
活
動
を
活
発
に
し
な
が
ら
 

「み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
農
業
行
政
を
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。
 

二
月
二
十
日
、
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

（小
嶋
清
治
会
長
）
で
は
中央
小
学
校
付
近
の
歩
道

を
除
排
雪
し
、
通
学
路
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
た
。
 

二
十
人
の
会
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
 

や
除
雪
機
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
持
ち

寄
り
、
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
小
嶋
会
長
は
、
 

「例
年
に
な
い
大
雪
で
雪
壁
も
高
く
道
路
横
断
の

際
な
ど
危
険
な
た
め
『
子
ど
も
た
ち
が
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
』
と
多
く
の
会
員
が
活
動
に
賛
同

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
の
農
業
行
政
の

方
向
性
を
確
認
 

一巾
長
と
曲辰
業
禾
女
員
が語
る
会
 

 

   

 

子
と
も
た
ち
の
安
全
願
い

除
排
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

 

   

【
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青
森
県
冬
季
観
光
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

津
軽
路
ル
ー
ト
 

‘
耳
ー
ー

」
 

し
年
目
と
な
る
青
森
県
冬
季
観
光

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
・
津
軽
路
ル
ー
ト
 

「
地
吹
雪
号
」
と
「
白
神
号
」
は
、
 

今
冬
も
西
北
五
地
域
に
県
外
か
ら
の

観
光
客
を
運
び
奥
津
軽
の
P
R
に
一

役
か
っ
て
い
ま
す
。
 

地
吹
雪
号
の
乗
客
は
、
十
三
湖
で

シ
ジ
ミ
釜
め
し
を
堪
能
し
、
小
泊
村

と
金
木
町
で
太
宰
治
の
世
界
に
触
れ

た
後
、
津
軽
鉄
道
の
ス
ト
ー
ブ
列
車

を
乗
車
体
験
し
ま
し
た
。
大
阪
か
ら
の
皆
さ
ん
は
、
 

「
こ
の
列
車
に
憧
れ
と
っ
た
ん
や
」
と
話
し
、
日
本
酒
 

と

一
緒
に
ス
ト
ー
ブ
で
あ
ぶ
っ
た
ス
ル
メ
を
食
べ
、
吹
 

雪
で
冷
え
た
体
を
暖
め
て
い
ま
し
た
。
 

一
方
、
白
神
号
は
、
深
浦
町
の
ウ
ェ
ス
パ
椿
山
、
岩
崎
 

町
の
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
白
神
な
ど
を
巡
っ
て
立
伎
武
多
の
 

館
を
見
学
し
、
立
侵
武
多
の
大
き
さ
と
ま
つ
り
の
雰
囲
 

気
に
感
心
し
で
い
ま
し
た
。
京
都
か
ら
訪
れ
た
大
友
さ
 

ん
ご
夫
婦
は
、
「雅
な
砥
園
祭
も
い
い
け
ど
勇
壮
な
立
 

侯
武
多
も
素
敵
で
す
ね
」
と
感
想
をも
ら
し
て
い
ま
し
た
。
 

立
伎
武
多
の
館
に
 

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大
賞
 

N
P
O
法
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
五
所
川
原
倶
楽
部
 

多
彩
な
活
動
を
通
し
青
森
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
貢
献
し
て
い
る
団
体
・
個
人
を
表
彰
す
る
「
第
十

回
活
彩
あ
お
も
り
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
賞
」
（
あお
も
り

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
推
進
協
議
会
主
催
）
の
表
彰
式
が

二
月
七
日
、
青
森
市
で
行
わ
れ
、
立
侯
武
多
の
館
を

運
営
す
る
N
P
〇
法
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
五
所
川
原
倶

楽
部

（
岩
谷勇
幸
代
表
）
が
当
市
か
ら
は
初
め
て
と

な
る
「
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大
賞
」
 
に選
ば
れ
ま
し
た
。
 

「大
賞
」
の
受
賞
に
岩
谷
代
表
は
、
「今
後
も
市
と

地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
、
全
国
か
ら
来
館
す
る

皆
さ
ん
へ
地
元
の
ま
つ
り
立
侯
武
多
の
素
晴
ら
し
さ

を
お
伝
え
し
、
青
森
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め

て
い
き
た
い
」
 
と
感
想
を
話
して
い
ま
し
た
。
 

つ
が
る
の
春
夏
秋
冬
 

彩
り
ラ
イ
ブ
 

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
 

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
で
は
二
月
十
二
日
、
 

立
侵
武
多
の
館
で
「
つ
が
る
の
春
夏
秋
冬
彩
り
ラ

イ
ブ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
広

域
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て

冬
期
間
の
誘
客
を
促
進
し
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の

で
、
西
北
五
地
域
の
春
（
虫
送
り
）
、夏
（
立
侯

武
多
嘩
十
）
、秋

（
登山
唯
子
）
、冬

（
津軽
三
味

線
）
の
伝
統
芸
能
を
ま
と
め
て
鑑
賞
で
き
ま
す
。
 

当
日
は
、
関
東
や
関
西
、
県
内
か
ら
の
来
場
者

百
名
余
り
が
ラ
イ
ブ
を
鑑
賞
し
、
関
西
か
ら
の
ご

夫
婦
は
、
「
こ
の
季
節
に
春
夏
秋
冬
の
郷
土
芸
能

を
鑑
賞
で
き
る
と
は
」
と
感
激
し

「今
度
、
新
緑

の
季
節
に
も
来
よ
う
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

青森県冬季観光シャトルバス・・・ 

県・関係市町村・県内参加観光業者

が主体となってバスを用意し、旅の低

料金化で冬季観光の誘客を図るととも

に、観光地としての「認知度」と「地

元受入熟度」の向上を目指しています。 

成田市長に受賞の報告をする 
田中久義専務理事（左）と小林昭二常務理事（右） 



ま
た
、
認
定
に
よ
り
、
商
工
会
議
所

が

T
M
o
（
認
定構
想
推
進
事
業
者
）
 

と
な
り
、
四
月
一
日
を
目
途
に
「
T
M
 

〇
）」
し
ょが
わ
ら
」
を
設
立
。
商
業
者
、
 

市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
ま
 

す
。
 

、J
 

同
時
に
、
大
町
二
丁
目
地
区
土
地
区
 
相
心

画
整
理
事
業
と
連
携
し
な
が
ら
ハ
ー
ド
 
構

事
業
や
ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
し
て
い
き
 

O
 

ま
す
。
 

M
 

市
広
報
で
は
今
回
と
次
号
の
二
回
に
 

T
 

わ
た
り
T
M
O構
想
を
紹
介
し
ま
す
。
 
十

、
 

一
l
ー

ー
フ
‘
 4月
て
 
」
 

旧
い
 

構
 

業
 

事
 

所
化

議

度

会
高

工
業

商
商

原
売
 

所
小

五
中

圏
 

、
 p

ht」か

零
刀

H
一
 

二
月
七
日
、
市
で
は
五
所
川
原
商
工

会
議
所
が
策
定
し
た
、
「
五
所
川
原
市
 

T
M
o
構
想
」
を
認
定
し
ま
し
た
。
 

こ
の
T
M
o構
想
は
、
市
が
平
成
十

二
年
に
策
定
し
た
五
所
川
原
市
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
受
け
て
、
商

工
会
議
所
が
関
係
者
と
協
議
を
重
ね
策

定
し
ま
し
た
。
 

お
お
よ
そ
五
年
か
ら
十
年
程
度
の
期

間
を
想
定
し
た
、
地
域
へ
の
波
及
効
果
 

e
高
い
事
業
、
す
ぐ
に
着
手
可
能
な
事

業
な
ど
を
計
画
し
、
商
業
活
性
化
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。
 

中心市街地活性化基本計画 

商業の活性化 市街地の整備改善 

I- 

商店街づくり 

・空き店舗活用 

・駐車場整備 

・共同利用施設 

・高齢化等に対応 

地域住民・商業者・地権者・各種団体

ワークショップ・検討委員会 

, 
連 携 

、 

上設 
Y.L 

認定構想推進事業者 
TMO 

五所川原商工会議所 

土
地
区
画
整
理
事
業
 

令認 
~定 + 

、 

中心市街地などのまちづくり 

・計画づくりと 

マネージメント 

‘ソフト事業による活性化 
ノ 

店づくり 

・商売したし、 

・専門家の指導を受けたし、 

・各種の情報を入手したし、 

TMOごしょがわら 

・市民合意の形成 

‘主要事業実現への取組 

・利害関係の調整 

（各商店会の合意形成） 

・データ収集、分析、提供 

売商業高度化事業構想 
(TMO構想） 

中小小 

成田市長は、「『立倭武多の館』を中心とし
た中心市街地活性化のー助となるよう期待し
ます」と話しながら川村商工会議所会頭に認
定書を手渡しました。 
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3
月
紗
伽
 

五
所
川
原
市
教
育
委
員
会

事
務
局
移
転
の
お
知
ら
せ
 

こ
の
度
、
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
3
 

月
2
2日
因
か
ら
次
の
と
お
り
移
転
し
ま

す
。
な
お
、
転
入
学
等
の
受
付
は
、
今
ま

で
ど
お
り
五
所
川
原
庁
舎
で
行
い
ま
す
。
 

〈
移
転
先
〉
金木
庁
舎
内
 

金
木
町
大
字
金
木
字
朝
日
山
3
2
3
 

費
 5
3)2
1
1
1
 隙
（
5
3)2
9
9
5
 

【
今月
の
相
談
日
】
 

⑨
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

3
月
8
日
因

・
2
2日
因
 

1
0時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

交
通
事
故
相
談
員
 

⑨
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

行
政
な
ど
へ
の
意
見
や
要
望
な
ど
を

相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

3
月
1
0日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

●

3
月
2
4日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員
 

＠
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課
 

費

3
4)
21
0
8
 献
（興

7
5
1
6
 

も
の
忘
れ
、
不
眠
、
憂
う
つ
、
家
庭

や
職
場
で
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か

ず
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
、
お
年
寄
り
の
痴

呆
や
介
護
の
問
題
な
ど
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

3
月
1
1日
国
、
2
2日
因
 
1
3、
1
4時
 

市
民
課
窓
口よ
り
お
知
ら
せ
 

内
線
2
0
3
5
2
0
5
 

「
3
月
2
6日
の
土
曜
開
庁
」
業
務
は

休
止
い
た
し
ま
す
 

毎
週
土
曜
日

（
午前
中
）
市
民
課
窓

口
業
務
（
一
部
）
の
取
扱
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
3
月
2
6日
は
金
木
町
、
市
浦

村
と
の
合
併
準
備
の
た
め
、
住
民
票

・

印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
交
付
を
休
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

農
産
物
加
工
品
直
売
会
 

五
所
川
原
市
農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
 

振
興
対
策
協
議
会
 

農
政
課
 

内
線
3
5
5
 

●

3
月
9
日
困
 
1
1時
4
5分

、
1
3時

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
 
地
元
の
梅
で
作
っ
た

梅
漬
け
、
漬
け
物
、
お
と
う
ふ
、
ジ

ャ
ム
ゃ
お
餅
な
ど
。
 

国
民
健
康
保
険
 

⑤
保
険
証
に
つ
い
て
 

国
保
年
金
課
 
内
線
2
1
4
・
2
1
5
 

国
保
加
入
者
が
修
学
の
た
め
に
住
民

登
録
を
市
外
に
移
す
場
合
、
申
請
に
よ

り
転
出
し
た
日
か
ら
④
保
険
証
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

既
に
④
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
 

有
効
期
限
が
3
月
3
1日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
④
保
険
証
の

交
付
を
受
け
る
場
合
に
は
、
4
月
1
日

以
降
に
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
就
職
や
卒
業
等
に
よ
り
④

保
険
証
の
適
用
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
場
合
に
も
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
右
記
い
ず
れ
の
場

合
に
も
以
下
の
必
要
書
類
を
持
参
の
う

え
、
国
保
年
金
課
⑥
番
窓
口
あ
る
い
は

お
近
く
の
支
所
（
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
⑨
保
険
証
交
付
後
に
世
帯
主

や
住
所
等
に
異
動
が
発
生
し
届
け
出
る

場
合
は
、
親
元
保
険
証
と
と
も
に
⑨
保

険
証
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

申
請
に
必
要
な
も
の
…
①
親
元
保
険
証

②
印
鑑
 
③
修
学
先
の
4
月
1
日
以
降

の
在
学
証
明
書
（
新
規
ま
た
は
更
新
の

場
合
）
※
新
規
の
際
に
は
合
格
通
知
ま

た
は
入
学
許
可
証
に
よ
り
交
付
し
ま
す

が
後
日
在
学
証
明
書
の
提
出
が
必
要

④
卒
業
（
退
学
）
証
明
書

（
学
生
でな

く
な
っ
た
場
合
）
 

五
所
川
原
市
シ
ルバ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ
 

公
（
3
4)8
8
4
4
 

き
ン
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室
 

パ
ソ
コ
ン
を
習
い
た
い
高
齢
者
が
対
 

象
。
初
歩
か
ら
勉
強
で
き
る
入
門
教
室
。
 

●

4
月
9
日
、
6
月
2
5日
ま
で
の
毎
週

土
曜
日

（
全1
2回
）
9
時

、
1
2時

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

※
定
員
 
先

着
5
名
、
受
講
料
は

月
4
0
0
0
円

（
教材
費
等
は
別
途
）
 

★
パ
ソ
コ
ン
無
料
体
験
講
座
 

●

3
月
1
9日
田
 
1
3時

、
1
6時
 

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

※
定
員
 

先
着
2
0名
 

風
倒
木
の
幹
・
枝
材
を

提
供
し
ま
す
 

国
土
交
通
省
青
森
河
川
国
道
事
務
所
 

五
所
川
原
出
張
所
 
費
3
4)
2
73
8
 

国
土
交
通
省
で
は
、
台
風
な
ど
に
よ

り
倒
れ
た
河
川
内
の
樹
木
を
伐
採
処
理

し
て
い
ま
す
が
、
処
理
し
た
幹
・
枝
を

一
資
源
と
し
て
地
元
で
再
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
無
償
で
提
供
し
ま
す
。
 

◇
対
象
 
配
布
場
所
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
等

に
よ
り
引
き
取
り
に
来
て
い
た
だ
き
、
 

自
分
で
積
み
込
み
作
業
が
で
き
る
方

※
樹
種
は
混
在
し
、
幹

・
枝
は
直径
5
 

m
以
下
が
大
半
。
数
量
に
限
り
が
あ

る
た
め
配
布
出
来
な
い
場
合
あ
り
。
 
 

●

配
布
日
時
 
3
月
8
日
因
 

1
3時
3
0分

、
1
4時
3
0分
 

◇
配
布
場
所
 
国
土
交
通
省
五
所
川
原
 

防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
高
瀬
地
内
、
 

県
道
に
入
口
の
看
板
が
あ
り
ま
す
）
 

優
良
運
転
者
 

表
彰
の
お
知
ら
せ
 

交
通
安
全
協
会
 
容
（3
4)
56
5
0
 

五
所
川
原
警
察
署
長
・
五
所
川
原
地

区
交
通
安
全
協
会
長
連
名
の
平
成
1
6年

度
「
優
良
運
転
者
表
彰
」
を
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
次
に
該
当
す
る
方
は
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

①
現
在
も
運
転
し
て
い
る
、
1
0年
以
上

の
無
事
故
・
無
違
反
の
方
。
 

②
協
会
加
入
5
年
以
上
の
会
員
で
、
触

法
行
為
が
な
く
地
域
の
支
部
長
が
推

薦
す
る
方
0
 

⑧
運
転
免
許
証
に
記
載
さ
れ
た
最
も
吉

い
「
取
得
年
」
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
。
昭
和
1
4年
・
1
9年
・
 

2
4年

・
2
9年

・
3
4年
・
3
9年
・
4
4年
 

・

4
9年
・
5
4年
・
5
9年
 

◇
受
付
締
切
 
4
月
1
1日
囲
。
申
込
書

は
、
地
域
の
支
部
長
及
び
当
協
会
事

務
局
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
申
込
み

時
に
「
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
」
 

（
申
込手
数
料
8
0
0
円
、
1
カ
月

以
内
の
も
の
）
が
必
要
で
す
。
 

※
ご
不
明
な
点
は
、
協
会
事
務
局
ま
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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事
務
局
（
五
所
川
原
商
工
会
議
所
内
）
 

公
（3
5)2
1
2
1
 
寺
山
 

委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
立
侵
武
多
運
営
 

岡
西
北
労
働
基
準

協
会
 

公
（
3
5)
6
3
3
6
 

各
種
技
能

講

習
会
 

五
所
川
原
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
事
務
局
 

空

翌

8
8
2
2
 
山
田
電
器
 

M
A
NO
G
A
M
ー
ス
キ
ー
場
 

公
0
9
0
（
鰯
）5
5
0
1
 斉
藤
 

2
o〇
5
あ
お
も
り
健
康
ウ
ォ

ー
ク

歩
＜
ス
キ
ー

の
集
い
 

第
1
2回
ス
プ
リ
ン
グ
 

ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

・

m
 
M
A
N
〇
G
A
M

ー
 

参
加
者
募
集
 

/
 ◇

申
込
締
切
 

3
月

2
9日
因
か
定
昌
8
6
 

名
に
達
し
次
第
締
切
 

広
報
ご

し
ょ
が
わ
ら

2
月

1
5日
号
の
 

P
4
に
、
平
成

1
7年
度
「
五
所
川
原
立

侵
武
多
」
に
お
け
る
立
侵
武
多

・
ね
ぷ

た
の
製
作
団
体

の
申
込
み
に

つ
い
て
、
 

「中
型
立
侯
武
多
の
高
さ
は

1
1m
ま
で
」
 

1
3
4
7
0
円
 

＠
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト

運
転
 

最
大
荷
重

1
ト
ン
以
上
の
フ
ォ

ー
ク
 

リ
フ
ト
運
転
 

●

4
月

4
日
囲
、

8
日
国
（

5
日
間
）
 

9
時
、

1
7時
（
た
だ
し

大
型
特
殊
免

許
所
有
者
は

2
日
間
の
受
講
）
 

◇
受
講
資
格
 
大
型

特
殊
、

大
型
・
普

通
自
動
車
免
許

の
所
有
者

（
女性
の

方
歓
迎
）
 

◇
受
講
料

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む

）
 

①
大
型
・
普
通
自
動
車
免
許

の
所
有
者
 

3
1
4
7
0
円

②
大
型
特
殊
自
動
車

（カ
タ
ピ

ラ
限
定

付
き
を
除

く
）
免
許

の
所
有
者
 

条

ー
ツ
で
豊
か
び心
を
育
て
よ
ラ
！
 

●

3
月

2
0日
卿
 

M
A
N
o
GA
M
I
ス
キ
ー
場
 

（戸
沢
字
玉
清
水
地
内

）
 

と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
各
関
係
機
関
と

協
議
し

た
結
果
、

F高
さ
は

1
8m
ま
で
」
 

と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
 

◇
種
目
 

・

そ
り
こ
ト
ラ
イ
ア
ル
 

・

歩
く
ス
キ

ー
 

・

ス
キ
ー
大
回
転
競
技

（
タイ
ム
レ

ー
 

ス
・
自
己
申
告
タ
イ
ム
レ

ー
ス
）
 

・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
パ
ラ
レ
ル
競
技

※
出
場
者
に
は
参
加
賞
、

T
バ

ー
リ
フ

ト
券
、
豚
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
等
が
あ

り
ま
す
。
各
種
目
（
の
参
加
料
な
ど

詳
細
は
事
務
局
ま
で
。
 

◇
申
込
締
切
 

3
月

7
日
囲
必
着
 

(
 

(
 

平成17年度 市・県民税申告相談日程表（3月） 
地 	区「 fr日 曜

火
 

対 	象 	区 	域 ー蒔ミ誉ー費替 相 談 会 場 電 話 

毘 沙 門 
3/1 毘沙門 

9 :20-12:OO 
13: OO- 15:00 

毘沙門・長富コミュニテイセンター 36 一2013 
3/2 水 長富 長富コミュニテイ消防センター 36 一2852 

長 	橋 3/3 
3/4 

木
金
 

木 
福山・豊成・野里‘戸沢‘浅井・神山・松野 

コミュニテイセンター長橋 29 -3111 

本 	町 

3/7 月
  

谷・布屋町・弥生町 
田町・鎌谷町‘鳥森・下り枝・八重菊・一ッ 

9 :10-1 12 
13:00--15 

:00 
:00 

コミュニテイ防災センター 
（鎌谷町） 34 一9501 

3/8 火 松島町・湊 

3/9 水
  

小曲・田川 
川端町・本町・東町・大町‘旭町・上平井町 

中央コミュニテイセンター 
（上平井町） 33 -1532 

3 /10 木
  

島町・末広町・蘇鉄・芭蕉 
岩木町・中平井町・寺町・柏原町・錦町‘幾 

3 /11 金 敷島町・雛田・下平井町・幾世森 
しきしまコミュニテイセンター 
（敷島町） 34 一4503 3 /14 月

  

新宮町・新宮岡田・新宮松元・長橋橋元・若
葉・長橋広野（一番～十番） 

3 /15 火
  

柳町・湊団地 
栄町・平和町・蓮沼・不魚住・元町・新町・ 富士見コミュニテイセンター 

（蓮 	沼） 35 -0294 

三好・中川 3 /16 水 三好・中川 

9 :20-12 
13:00~ 15 

:00 
:00 

コミュニテイセンター三好 36 一2014 
飯 	詰 3 /17 木 飯詰 コミュニテイセンター飯詰 37 一2141 
毘 沙 門 3 /18 金 毘沙門 毘沙門・長富コミュニテイセンター 36 一2013 
七和・梅沢 3 /22 火 七和・梅沢 コミュニテイセンター七和 29 一2111 
松 	島 3 /23 水 松島 コミュニテイセンター松島 34 -2942 

栄 3 /24 木 栄 コミュニテイセンター 栄 35 -1926 
長 	橋 3 /25 金 長橋 コミュニテイセンター長橋 29 一3111 

本 	町 

3 /28 月
  

田町・鎌谷町・鳥森・下り枝・八重菊‘一ッ
谷・布屋町・弥生町・松島町・湊 

9 :10-12 
13 : 00~ 15 

:00 
: 00 

コミュニテイ防災センタ― 
（鎌谷町） 34 -9501 

3 /29 火
  

川端町・本町‘東町‘大町ー旭町・上平井町
小曲・田川・岩木町・中平井町・寺町・柏原
町・錦町・幾島町・末広町・蘇鉄・芭蕉 

中央コミュニテイセンター 
（上平井町） 33 一1532 

3 /30 水
  

敷島町・雛田・下平井町・幾世森・新宮町・
新宮岡田・新宮松元・長橋橋元ー若葉・長橋
広野（一番～十番） 

しきしまコミュニテイセンター 
（敷島町） 

34 一4503 

3 /31 木
  

栄町・田町・蓮沼・不魚住・元町・新町・柳
町・湊団地 

富士見コミュニテイセンター 
（蓮 

35 -0294 

記の日程においでくださるようお願いします。 
※ 4 月 1日倒以降は、全地区にっいて、市役所税務課内で申告相談を受付します。窓口の混雑が予想されますので、なるべく上 

【問い合わせ】 税務課市民税係 丑35-2111（内線424・425 ・426) 

五所川原市役所 公35-2111 	平成17年 3月 1日 8 



子育ては地域のみんなの手る！ 

鳶自 

随時会員募集 公35一8953 

平成16年度中の交通人身事故発生マップ 

嚇, 事故多発地点（6件以上発生〕 

.‘死亡事故発生●所 

左から提供会員の岩根美和子さん、三上
裕翻（ゆうと）くん 3 歳、千翻（かずと）く
ん 1 歳、依頼会員の千春さん 

「ママお帰りなさい！」提供会員

の岩根さんと楽しく遊んでいた裕翻

くん千翻くんは、美容院で髪を切っ

てきたお母さんに駆け寄ります。ワ

ンパクな男の子の子育てを頑張って

いる千春さんも、この日はすっきり

リフレッシュできたようです。―生
懸命な子育ても時には、気分新たに

自分らしさを見つめる時間も大切で

はないでしょうか児 

五所川原警察署 TEL35一2141 

進行方向をよく見て安全運転に努めましょう！ 

事故多発箇所 

◇国道101号線で

は、広田から湊、 

寺町から小曲に

かけての市中心

部周辺での事故

が多発 

◇国道339号線で
は、郊外の鶴田
バイパス、市中

心部での発生が

目立っている。 

◇市道では、交通

量が多くなった
エルムの街周辺

で多発。 

事故 形態 

◇各多発箇所では 

追突事故が非常に多い。 

◇五所川原市中心部では追突事故の他 

【信号無視による事故】【右折車と対向直進車との事故】 

【自転車乗りや歩行者との事故】が目立っている。 
◇ェルムの街周辺では 

【駐車場から進路へ出る際の衝突事故】が多い。 

事 故原 因 

◇オーディオ等の操作による脇見、前方不注視

◇左右や後方の安全不確認 

嗣 

オルテンシ戸 3月の催物案内 
ふるさと交流圏民セン夕一 TEL33-21 11 

日 曜日 催 	物 開演 入場料 

大
 
ホ
 
ー
 
ル
 
 

(
b
 
 

日 
さっき保育園 
音楽リズム研究会 

9:40 整理券 

13 日 
お世話になります
歌謡ショ― 

14:30 前売・当日 
485円 

20 日 日本舞踊 新舞踊 13:00 前売300円 

27 日 
第23回津軽三味線滝栄会
チャリテイ一発表会 

9:30 前売500円
当日800円 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
  

4
,
 

 
金 

五所川原市文化講演会 
「時代のトレンドを読む」 

18:30 無 	料 

13 日 
きよみ愛育園 
こてきおゆうぎ発表会 

9:45 無 	料 

19 土
  

新宮団地保育園卒園式 10:00 関係者 

名作こども映画会 14:00 

中学生以上 
900円

小・幼 
(2才児より） 

800円 

20 日 
阿部寿子ビアノ教室
発表会 13:00 無 	料 

26 土 ピアノ’工レクト一ン コ
ンサ一ト 長尾音楽教室 13:00 無 	料 

27 日 
ピアノ発表会 
フ口ーラ‘野木保育園教室 

14:00 無 	料 

※主催者の都合により日程が変更になる場合もあります。 

中央公民館からのお知らせ TEL 35-6056 

⑥みんなのギャラリー展末紹介 

★光彩会小品展 

伊藤正規画伯指導のもと、明るい色彩で描いた静物、 

花、風物等の小作品を展示します。 

◇日 時 3 月10日（わ～24日困 2 階ギャラリー 

※ギャラリー展示希望の方は、中央公民館まで。 

＠家族で映画を楽し売会 ～3月 

世界の名作童話を幼児にもわかりやすくアニメ化し

た『ながぐつをはいたねこ』『アラジンとまほうのラン

プ』『おおかみと 7 ひきのこやぎ』と、恒例の『日本昔

ばなし』より「はなたれ小僧さま」「山伏石」他をお楽

しみください。 

◇日 時 3 月26日田 10時～11時30分（無料） 

図書館からのお知らせ TEL 34-43 34 

◇利用時間 火～金曜日 9 時30分～18時 
土・日曜日 9 時30分～17時 
3 月22日因は休館日開館（ 9時30分～17時） 

◇ 3 月の休館日 毎週月曜日と17日困, 20日（日） 

◇おはなし会 テーマ「ぽかぽかあったかい話」 

3 月19日田 13時30分～14時30分 

9 平成17年 3 月 1日 	五所川原市役所 公35-21 11 



あなたも 
作ってみませんか ' テーマ 

禿急●長佳き⑦ 

五所川原市食生活改善推進員会 

健 康 相 談 
病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談

に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

水野尾コミュニテ君肖防センター 3 月18日金 13:OO-14:3O 

成人の相談日 
一 健診結果の見方、血圧の相談、病気の相談、心の相 

rー 談等にも応じます。 

Iかぼちゃ中しjんどa)肉巻き昭焼きI 

I片栗粉・酒 Aフーー I い , 
1a 71こlJ与」、に・・・各大さじ 1 
じ由・砂糖 口ハ、ーレ’ 
みりん 	大さじ 2 
しょうゆ 	大さじ 3 

■材料（4人分） 

かぼちゃ・りんご・・・各1 50g 

豚もも薄切り肉 	240g 

塩・こしょう 	少々 

S嫁;i 4犀j1vtョ 

月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

3 月 6日 日
  

冨田胃腸科内科医院 
みどり町 
4丁目128 34-3211 

3 月13日 口
］
 
 

木村内科医院 
松島町 
2丁目89-4 35-2815 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介容34-4999）でも紹介します。 

冒 
包 

I 
8 
目 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

働く婦人の家・保健センター 3 月 9 日氷I 10: 00 へ1 12 : 00 

みんなの健康教室 
◇日 時・・・3 月25日（金1 13時～14時 

◇場 所…働く婦人の家・保健センタ- 3階ホール 

◇テーマ…効果的な薬の飲み方 

◇講 師・・・蝦名文彦先生（はら調剤薬局） 

◇主 催・・・北五医師会・五所川原市民保健協議会 

BCG接種をうけましよう 

【作り方】 

①かぼちゃはところどころ皮をむいて、りんごととも 
にlcm角・51m長さの拍子木切りにする。 

②豚肉は広げてこしようをふる。たて半分に切り、か 
ぼちゃとりんごをのせて巻き、片栗粉を全体にまぶす。 

③フライパンに油を熱し、②を入れて両面を色よく焼き、 
酒を振りふたをして2分くらい蒸し焼きにする。 

④みりん・しょうゆ・砂糖を加えて味付けをする。 

⑤④を器に盛り、刻みパセリを散らす。 

★かぼちゃの歯iコたえが残る程度に火を通すのがお 
いしさの秘訣です。 

I 

たり、病気、こ土Iする枢抗力を養らヒタミン、ミネらIL、 
野革には、からだガプぐ、ーブ、こ活動するのを補助L 

食物線維なとーの栄養ガ豊富、こ含まれ1います。工夫 L 
コ毎日たっぶり食へま L よら。 

結核の
予防接種 

4 月から結核予防法の一部が改正になります。「定

期予防接種の対象者は生後 6 カ月までとし、ツベリク 

I~ リン反応を行なうことなくBCG接種を行なう」など 

、 の内容になります。生後 6 カ月を超える乳幼児はBC 
Gの対象外となり、接種する場合は任意接種（自費接

種）となりますから、年度内に接種できるよう接種日

を設け実施します。この機会の接種を是非お勧めいた

しますので、詳細は広報ごしょがわら1月 1日号をご

覧になりおいでください。 

350円の 1日の治療でも見舞金が 

会費で 	 弔慰金は］ 

ただいま予約加入を受け付けています！! 

口加入の申込みは環境対策課及び各支所窓口 

口共済期間 平成17年4月1日から平成18年3月31日まで 

＊団体加入は会員1人につき20円が 

11*A Lt K 1f，る 難響箔震既騒獲話 
“雀 l .7I\￥￥戸 	入できます。 

詳しくは 環境対策課 内線206 

団体加入をしてくださる 
事業所・町内会等を 
募集しています！ 

五所川原市役所 公35-2111 	平成17年 3 月 1日 10 
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